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2016年度第３回NGO-JICA協議会資料

-青年海外協力隊経験者による地域活性化の取組-

(公社)青年海外協力協会

国際協力の経験を地方創生に活かす -組織紹介
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⻘年海外協⼒隊に求められる要請は、地⽅創⽣の現場で求められ
るものと似ている…
職種 派遣場所 要請内容

コミュニティ開
発

フィリピン
北カマリネス州メル
セデス町役場観光
事務所

⽩砂のビーチや⼿つかずの離島等観光資源を多く有する⼈⼝約5万⼈弱の町の
町役場の観光課に配属となり、地域住⺠の⽣計向上や観光資源保護につな
がる事業の提案や改善に向けた協⼒、地域の特産品や⼟産物のマーケティン
グ⽀援等を実施する。

コミュニティ開
発

コロンビア
サン・ビセンテ・フェ
レール市役所

⼀村⼀品運動団体(イニシアチブ)の組織強化を図り、関連機関の調整を⾏い、
⼀村⼀品運動推進のためのサポートを⾏う。住⺠参加型の地域の⾃⽴発展・
再活性化を⽬的とした活動の企画・助⾔、実⾏のサポートを⾏う。

マーケティング ベトナム
ビズップヌイバ国⽴
公園管理事務所

国内有数の避暑地ダラット市近郊にある国⽴公園において、観光資源の効果
的な活⽤を⽬指し、配属先と共に観光客の増加に向けて現状と課題を分析し、
観光商品や各種サービスの改善、旅⾏会社への営業⼿段等の向上を図る。

⻘少年活動 マダガスカル
チルヌマンディディ
⻘少年の家

⾸都から約220km離れた地⽅都市の⻘少年の家にて、配属先が⾏う各種⽂
化・スポーツ活動、イベントの活性化や内容の充実化を⽀援しながら、利⽤者の
ニーズに合わせて新たな活動の提案・実施を⾏い、地⽅⻘少年の健全な育成
に寄与する。

保健師 ケニア
シアヤ・サブカウン
ティ保健事務所

ビクトリア湖に近い⼈⼝約4万⼈の町、シアヤを拠点とし、管轄内の保健医療施
設を巡回し住⺠と医療機関の関係強化に努める。また各施設の状況把握に
努め、医療サービスの質の向上を⽀援する。また、地域において課題解決を⽬
指した活動を展開する。

国際協力の経験を地方創生に活かす -青年海外協力隊の活動

5

⻘年海外協⼒隊に求められる(鍛えられる)資質、能⼒は、地⽅創
⽣の場でも重要

• 草の根活動
地域の⽅々と同じ⽬線で、同じものを⾷べ、同じ場所に住み、
同じ悩みを分かち合いながら活動する

• 「よそもの。わかもの。ばかもの。」の役割
これまで、その地域に無かった発想、⾏動⼒、地域に対する
熱意、周りを巻き込む影響⼒が期待される

• 協⼒隊員は⽀援者
主役になることを許されない。地域の⽅々をメインに、わき役に
徹することが求められる。⾃分で突き進むと失敗してしまう。

国際協力の経験を地方創生に活かす -青年海外協力隊の活動
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国際協力の経験を地方創生に活かす -組織紹介
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東日本大震災復興支援から地方創生へ
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☆災害救援専門ボランティア（計：9名）
●山田町支援物資管理 (2011/4/17 終了)
●子育て支援（2011/12/30 活動終了）
☆国内協力隊（計：2名）
●子育て支援

☆災害救援専門ボランティア（計：49名 うち2名活動中）
●遠野市後方支援 （2011/10/1 終了）
●遠野/釜石マッサージ支援 （2012/1/31 終了）
●ふるさと新生モデル事業支援 （2012/6/22 終了）
●夏休み子育て支援 (2012/8/20 終了）
●遠野市医療福祉/運営支援 （活動中）
●KIZUNA事業支援（活動中）
☆国内協力隊（計：3名）
●遠野市 地域活動専門員（地域医療）
●遠野市 地域活動専門員（地域活性）
●ふるさと新生モデル事業による地域活性化支援

☆災害救援専門ボランティア（計：16名 うち1名活動

中）
●吉里吉里中学校避難所運営/医療支援(2011/5/24終了)
●子育て支援（活動中）
☆国内協力隊（計：3名）
●心のケア（2011/11/30 終了）
●文化遺産保護（2012/3/31 終了）
●移動図書館運営（2012/8/31終了）

☆災害救援専門ボランティア（計：79名）
●介護支援(松原苑) （2011/11/23 終了）
●陸高ボランティアセンター運営支援 （2011/12/27終了）
●広田町夏祭り運営支援 (2012/8/17終了）
●陸高ボランティアセンター医療支援 （活動中）
●キッズワールドクラブ支援（随時派遣中）

☆災害救援専門ボランティア（計：3名）
●イスラエル医療支援チーム支援（2011/4/29終了）

☆災害救援専門ボランティア（計：75名）
●岩沼市後方支援（2011/4/1 活動終了）
●岩沼市給水・泥かき等支援（2011/4/2 終了）
●岩沼市支援物資管理（2011/6/14 終了）
●岩沼市医療支援（2011/8/6 終了）
●岩沼市復興夏祭り補助（2011/8/21 終了）
●岩沼市拾得物管理（2012/3/24 終了）
●岩沼市仮設住宅環境設備（2011/9/22 終了）
●岩沼市生活再建支援（2011/9/30 終了）
●丸井クリスマスイベント支援（2011/12/26 終了）
☆国内協力隊（計：7名）
●仮設住民への多岐に渡る支援(孤独死の防止等)
●保健師業務、支援制度に関する窓口業務

☆災害救援専門ボランティア（計：75名）
●仙台市現地調整員業務（2011/4/6 終了）
●青葉区仙台国際交流協会多言語支援（2011/4/25 終了）
●若林区津波災害ボランティアセンター運営支援/危険度判定（2011/6/17 終
了）
●宮城野区ボランティアセンター運営支援（2011/8/20 終了）
●仙台市ボランティアセンター運営支援（2011/8/20 終了）
●仙台市要介護者施設（CLCJAPANひなたぼっこ）支援（2011/8/31 終了）

拠点設置

拠点設置

☆災害救援専門ボランティア（計：54名）
●釜石市介護支援（2011/4/25 終了）
●釜石市データ管理支援（2011/5/9 終了）
●釜石市避難所支援（マッサージ等）
（2011/5/22 終了）
●釜石市夏休み自由研究指導（2011/8/18 終
了）
●釜石市支援物資管理（2011/10/1 終了）
●釜石市医療支援（2012/5/19 一旦終了）
●釜石市地域コーディネーター（社協連携）

（2012  5/12一旦終了）
●子育て支援（活動中）
☆国内協力隊（計：18名）
●現地調整員業務（2011/10/31 終了）
●仮設住宅における医療支援
●介護予防事業の実施
●相談窓口業務
●健康診断業務、栄養指導
●教員補助
●学習支援事業
●国際交流事業支援

☆国内協力隊（計：6名）
●民賃世帯コミュニティ再生事業支援員（コーディネーター）
●民賃世帯コミュニティ再生事業支援員

見守り活動を開始した5年前。すべてが試行錯誤でした。

東日本大震災復興支援 岩沼での活動
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住民の自主的な活動を見守りながら。

東日本大震災復興支援 岩沼での活動

同じ仮設住宅に住みこみ、同じ目線で。

東日本大震災復興支援 岩沼での活動
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時には、海外から応援も。

東日本大震災復興支援 岩沼での活動

他自治体に先駆けて仮設住宅を完全退去。
再出発の地で新たなステージへ。

東日本大震災復興支援 岩沼での活動
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高齢者
障がい者
独居世帯

仮設住宅
居住者

孤立
しがちな
住民

居住者関わる頻度

自死を防いだ、現場の帰国隊員たちの取組み

復興のトップランナーとして

復興から地方創生へ
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西圓寺から始まる“町おこし”

高齢者

障害者

子供

野田町
住民

・働く場（ワークシェア）
・デイサービスの利用
・憩いの場

・働く場（就労継続Ｂ型）
・生活介護の利用・遊び場として

・駄菓子屋

・温泉の利用
・「市」の利用
・カフェの利用

野田町
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石川県
小松市
野田町

（69世帯）

Ｒ８

地域マップ

至 金沢→

塚谷さん

平田さん

南さん

西さん

中出さん

山本絹織

福田さん
西圓寺ができるまで
近所付き合い皆無。
今では毎日温泉で
野田町住民と楽しく
談笑されている。

村永さん村永久美子さん

林さん

若林自動車

川筋さん

東酒蔵 中島さん

北川さん

山田さん
ほぼ毎日一家で

温泉利用。
おばあちゃんデイ利

用中。

Ｎ

若林さん

地域の中での
家々の繋がり



2016/12/12

12

東日本大震災支援から地方創生への流れ

地方創生 生涯活躍のまち推進プロジェクト 【IWANUMA WAY  沿岸部】
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地方創生 生涯活躍のまち推進プロジェクト 【IWANUMA WAY  沿岸部】

地方創生 生涯活躍のまち推進プロジェクト 【IWANUMA WAY  拠点】

○ 障害福祉×保育×高齢福祉×地域拠点
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プロジェクト推進の目的

2009年12月の臨時評議員会で決議した以下の宣言の具現化

1．青年海外協力隊派遣を少なくとも倍増する
2．帰国隊員による国内の地域社会再生のための国内協力隊を創設する
3．任国における協力隊を支援する事業に取り組む

○地域社会の課題解決への挑戦
人口の急激な減少 人材不足 地域力の低下 等

○帰国隊員のキャリアパス
ひとづくり・地域づくりに関わりたいOBOGの雇用の受け皿

○次世代協力隊員の育成
地域づくりの場で若い世代を育成し、いずれ青年海外協力隊へ

○少子高齢化社会の新たな地域づくりモデルの提示と海外発信
世界に先駆けて高齢化が進む日本の地域の経験を海外へ

○地域を拠点に、地域の方々と共に、協力隊らしい活動を
JOCAの地域拠点の在り方、地域の方々との関わりを見直す

帰国隊員の活躍の場が広がっていく


